乳腺外科カリキュラム
レジデントGIO (General Instructional Objective)：

      乳腺疾患の検査、診断を理解し、治療方針がたてられる。

レジデントSBO (Specific Behavioral Objectives)：

（1）外来・入院診療技術

1. 検診患者の所見がとれて、必要な検査がオーダーできる。（知、技）

2. 腫瘤自覚患者の病歴が作成できカルテに記載できる。（癌研式に赤青を用いる）（知、技）

3. 腫瘤自覚患者の記載すべき所見を列挙して、カルテに記載できる。（知、技、態）

4. 腫瘤自覚患者の必要な検査がオーダーできる。（知、技）

5. 乳頭分泌患者の多孔性乳頭分泌と単孔性乳頭分泌の病態の違いを説明できる。（知、技）

6. 乳頭分泌患者の注意すべき乳頭分泌液の性状と量のポイントを説明できる。（知、技）

7. 乳頭分泌患者の記載すべきポイントをあげられ、カルテに記載できる。（知、技）

8. 乳頭分泌患者のオーダーすべき検査を列挙できる。（知、技）

9. 微細石灰化患者の明らかな良性石灰化との区別ができる。（知、技）

10. 微細石灰化患者のオーダーすべき検査を列挙できる。（知、技）

11. 男性乳腺患者の問診上確認しなければならない項目を列挙でき、実践できる。

12. 豊胸術後患者のトラブルがおこりうる検査が指摘でき、注意を払うことができる。（知）

13. 豊胸術後患者の一般検査と異なったオーダーをすることができる。（知）

14. 乳輪下膿瘍患者に合併しやすい視診上の特徴をあげられる。（知）

15. 乳腺炎患者の正しく診断することができる。（知、技）

16. 初診患者で検査と治療の急ぐ患者とそうでない患者の判断ができる。（知、技）

17. 乳癌患者の術前サマリーを作成できる。（知、技）

18. 抗癌剤点滴ルートの確保ができる。（知、技）

（２）病理学的知識

19. 非浸潤癌の予後について説明できる。（知）

20. Paget病とPagetoid癌との区別を説明できる。（知）

21. Paget病の予後を説明できる。（知）

22. 乳頭腺管癌の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

23. 充実腺管癌の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

24. 硬癌の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

25. 線維腺腫の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

26. 葉状腫瘍の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

27. 葉状腫瘍を3型に分類できる。（知）

（３）検査技術

28. 乳癌患者にFNAが実施できる。（知、技）

29. FNAの良質なサンプル採取の技術を知っていて、実践できる。（知、技）

30. 乳癌患者USガイド下FNAが実施できる。（知、技）

（４）手術技術（主に局所麻酔で行うもの）

31. 皮膚に近い乳腺腫瘤摘出が実践できる。（知、技）

（5）手術技術（主に全身麻酔で行うもの）

32. 術中出血量を少なくするための麻酔科サイドの工夫を説明できる。（知）

33. 乳癌の手術がやりやすい様に体位をとることができる。（知、技）

34. 手術に必要な体表のメルクマールにマーキングができる。（知、技）

35. メスで適切な皮膚切開ができる。（知、技）

36. 閉創ができる。特に吸収糸による連続埋没縫合ができる。（知、技）

（６）標本整理についての知識

37. ホルモン受容体発現状況を知る意義と測定方法を説明でき、実際にサンプルを採取することができる。（知、技）

38. 癌研独自のリンパ節の標本整理ができる。（知、技）

39. 温存手術検体の標本整理ができる。特にsurgical marginが病理医に同定しやすいようするための標本整理上の工夫を説明でき、実践できる。（知、技）

40. 乳切手術検体の標本整理ができる。（知、技）

（７）医療過誤を防ぐ

41. 左右を間違えて手術しないための工夫を説明できる。（知、技）

42. 患者や検体のとり間違いをしないための工夫を説明できる。（知、技）

（８）患者、家族との関係

43. 患者、家族に対して病態状況、治療方針のICを指導医のもとに実施できる。（知、技、態）

（９）学術

44. 文献検索ができる。（知、技）

45. 特殊な症例についてのプレゼンテーションができる。（知、技）

46. 乳腺に関連したテーマについてプレゼンテーションができる。（知、技）

47. 学会報告ができる。（知、技）

48. 邦文論文作成できる。（知、技）

シニアレジデントGIO (General Instructional Objective)：

    乳腺疾患の検査、診断、治療を患者に説明し、十分な理解を得たうえで実行できる。

シニアレジデントSBO (Specific Behavioral Objectives)： 

（1）外来・入院診療技術

1. 男性乳腺患者の女性化乳房と乳癌の違いを説明できる。（知）

2. 乳癌患者の触診所見を説明できる（知、技）

3. 乳癌患者のMMG読影ができる（知、技）

4. 乳癌患者のUS読影ができる（知、技）

5. 乳癌の確定診断をするに必要なサンプル採取の方法を患者の病態にあわせて選択できる。（知、技）

6. 乳癌の進行状況が把握でき、遠隔転移検索が必要と考えられる患者を抽出できる。（知、技）

7. 乳癌の進行状況が把握でき、術前化学療法の適応を理解し、実施できる。（知、技）

8. 乳癌の進行状況が把握でき、温存手術の適応を説明でき、実施できる。（知、技）

9. 乳癌手術予定患者の全身状態の把握とそれに必要な検査プランが立てられる。（知、技）

10. 乳癌手術予定患者の以下の合併疾患について対応できる；高血圧、虚血性心疾患、心不全、不整脈等の心疾患、喘息などの呼吸機能障害、肝・腎臓疾患、糖尿病、脳卒中、中止あるいは変更すべき薬剤、薬物アレルギーの有無（知、技）

11. 乳癌温存手術実施にあたり、病変の範囲把握のために必要な検査を説明でき、それに応じて治療プランを判断できる。（知、技）

12. 患者の病態にあわせて適切な手術術式の方針をたてられる。（知、技）

13. 乳癌患者の病気や治療に対する不安を理解し、それに対して適切に対応できる。（知、技、態）

14. 良性疾患患者の触診所見を説明できる（知、技）

15. 良性疾患患者のMMG読影ができる（知、技）

16. 良性疾患患者のUS読影ができる（知、技）

17. 良性疾患の確定診断をするに必要なサンプル採取の方法を患者の病態にあわせて選択できる。（知、技）

18. 良性疾患患者のその後のプランをたてられる。（知、技）

19. MRIの適応を説明できる。（知、技）

20. MRI実施上の注意すべき点を説明できる。（知、技）

21. 乳管造影の適応を説明できる。（知、技）

22. 乳管内視鏡の適応を説明できる。（知、技）

23. ステレオガイド下マンモトームの適応を説明できる。（知、技）

24. エコー下マンモトームの適応を説明できる。（知、技）

25. 乳腺疾患の造影CTの役割を説明できる。（知、技）

26. Occult breast cancer検査と治療方針を説明できる。（知、技）

27. 温存術後放射線療法の適応を説明できる。（知、技）

28. 温存術後残乳切の適応を説明できる。（知、技）

29. St Gallenのrecommendation、および日本の状況に応じて術後患者を分類し、適切な補助療法のプランを立てることができる。（知、技）

30. 術後補助化学療法の目的、有効性さらに適応を説明できる（知、技）

31. 術後補助化学療法の副作用を説明できる（知、技）

32. 抗癌剤の処方ができる。（知、技）

33. 乳癌補助内分泌療法の目的、有効性さらに適応を説明できる（知、技）

34. 乳癌補助内分泌療法副作用を説明できる。（知、技）

35. 乳癌遠隔転移好発部位を説明でき、合理的な検査プランを立てられる。（知、技）

（２）病理学的知識

36. 非浸潤癌の確定診断の方法を説明できる。（知、技）

37. 非浸潤癌の治療方針について説明できる。（知、技）

38. 粘液癌の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

39. 粘液癌を２型に分類して、それぞれの予後について説明できる。（知、技）

40. 浸潤性小葉癌の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

41. 過誤腫の特徴的な触診所見、MMG所見、US所見を説明できる。（知、技）

（３）検査技術

42. USガイド下FNAにおいて病理学的知識に基づいて合理的な部分の細胞採取することができる。（知、技）

43. 術前に生検が必要な乳癌患者を同定できる。（知、技）

44. 乳癌患者にcore needle biopsyが実施できる。（知、技）

45. 乳癌患者に対して病態にあわせて局所麻酔下生検術式を選択できる。（知、技）

46. 乳管造影が実施できる。（知、技）

47. 乳管造影の読影ができる。（知、技）

48. 乳管内視鏡を実施できる。（知、技）

49. ステレオガイド下マンモトームを実施できる。（知、技）

50. エコー下マンモトームを実施できる。（知、技）

（４）手術技術（主に局所麻酔で行うもの）

51. 乳腺腫瘤摘出の基本的アプローチ方法を説明できる。（知、技）

52. 超音波描出可能な非浸潤癌の手術方法を説明でき、実践できる。（知、技）

53. 微細石灰化を主徴とする非浸潤癌の手術方法を説明でき、実践できる。（知、技）

54. フックワイヤー挿入の手順を説明でき、実践できる。（知、技）

55. 乳頭分泌症例に対する乳管腺葉区分切除術の手術が実践できる。（知、技）

56. 嚢胞内腫瘤の基本的手術方法を説明でき、実践できる。（知、技）

57. 嚢胞内腫瘤の検体処理方法を説明でき、実践できる。（知、技）

（5）手術技術（主に全身麻酔で行うもの）

58. 乳癌手術の手順におけるセンチネルリンパ節同定の手順を説明でき、実践できる。（知、技）

59. 病変の広がりを考慮しつつ、閉創時に皮弁が寄せられるように、皮膚切開のマーキングができる。（知、技）

60. 皮弁を病変との関係を考慮しつつ適切な厚みで作成できる。（知、技）

61. 乳腺脱転時の注意点について説明できる。（知、技）

62. 下胸筋神経の温存ができる。（知、技）

63. 鎖骨下静脈とその分枝が同定できる。（知、技）

64. Level IIリンパ節の郭清の手順を説明でき、実施できる。（知、技）

65. Kodamaの手術の臨床的意義を説明できる。（知、技）

66. Kodamaの手術方法、使用器具、鈎の使用方法、郭清すべき対象を説明でき、実践できる。（知、技）

67. 胸背動静脈神経を同定でき、その他の切離すべき血管を同定できる。（知、技）

68. 肋間上腕神経を温存することができる。（知、技）

69. 長胸神経を同定でき、温存できる。（知、技）

70. 腋窩深部の同定ができる。（知、技）

71. ドレーンが挿入できる。（知、技）

72. 後出血に対して適切な診断と対処ができる。（知、技）

（６）医療過誤を防ぐ

73. 乳癌の誤診を防ぐための努力、工夫を説明できる。とくにFNA、CNB、外科的生検法の得失を理解する。（知、技）

（７）患者、家族との関係

74. 患者、家族に病態状況、治療方針について把握し、ICできる。（知、技、態）

（８）学術

75. 英文論文作成ができる。（知、技）

76. 乳癌学会認定医資格を取得できる。（知、技）

77. 乳癌学会専門医資格を取得できる。（知、技）

78. EBMを理解でき、臨床に応用できる。（知、技、態）
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